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１つの“大号令”が流れを変えた？ 

営業や間接部門が取り組む生産性向上 
◇◆◇ 営業や事務の生産性向上のための《三大原則》とは？ ◇◆◇ 

 
 

 営業や事務の業務は、捉えどころがない分“効率

化”が難しいと言われます。必要人員や必要労働時

間を“想定”することは、なかなか難しいのです。

そのため“生産性向上”にも、取り組みにくいのが

現状かも知れません。 

 しかし、そんな常識を破って、“営業部門”から始

め、全社を効率化した事例があります。そこにはど

んな秘密があったのでしょうか。 

 

  


